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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
大
河
原
雅
子
君
提
出
照
射
牛
生
レ
バ
ー
の
殺
菌
と
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
牛
肝
臓
及
び
豚
の
食
肉
の
生
食
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
に
お
い
て
禁

止
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
実
測
の
数
値
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金
に
よ
る
「
畜
産
食
品
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究
」
（
以
下
「
畜
産
食
品
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究
」
と
い

う
。
）
及
び
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
同
補
助
金
に
よ
る
「
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー
ド
と
そ
の

低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
」
（
以
下
「
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー
ド
と
そ
の
低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
。
）

の
分
担
研
究
報
告
書
に
お
い
て
、
具
体
的
な
数
値
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

二
の
二
及
び
二
の
五
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
確
認
実
験
」
及
び
「
評
価
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
な
お
、
平
成
二
十
九
年
度
の
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー
ド
と
そ
の
低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
御
指

摘
の
「
回
帰
直
線
か
ら
推
定
し
た
」
後
に
、E.coli

Ｏ
一
五
七
及
び

Salmonella

を
接
種
し
た
牛
肝
臓
に
対
し
て
放
射
線
照

射
を
行
っ
た
際
に
菌
数
が
低
減
す
る
か
ど
う
か
の
実
験
が
行
わ
れ
、
推
定
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
承
知
し

て
い
る
。 

二
の
三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
先
行
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
畜
産
食
品
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究
の
平
成
二
十
五
年
度
及
び
平
成
二
十

七
年
度
の
分
担
研
究
報
告
書
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
実
測
値
」
の
具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
。 

二
の
四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
サ
ン
プ
ル
数
は
十
件
で
あ
る
」
及
び
「
二
十
数
サ
ン
プ
ル
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
、
平
成
二
十
九
年
度
の
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー
ド
と
そ
の
低
減
手
法
に

関
す
る
研
究
に
お
け
るE.coli

Ｏ
一
五
七
及
びSalmonella

を
接
種
し
た
牛
肝
臓
に
対
し
て
放
射
線
照
射
を
行
っ
た
際
に
菌



 

３ 

 

数
が
低
減
す
る
か
ど
う
か
の
実
験
に
関
す
る
御
質
問
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー
ド
と
そ
の
低
減
手

法
に
関
す
る
研
究
の
平
成
二
十
九
年
度
の
分
担
研
究
報
告
書
に
よ
れ
ば
、E.coli

Ｏ
一
五
七
は
八
十
五
件
、Salmonella

は

約
六
十
件
の
サ
ン
プ
ル
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
十
分
安
全
を
保
証
で
き
る
妥
当
な
数
」
及
び
「
科
学
的
に
耐

え
う
る
方
法
」
か
ど
う
か
は
、
今
後
、
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
適
切
に
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
予
測
信
頼
区
間
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
に
お
け
る
予
測
区
間
と
同
義
で
あ
り
、
「
連
続
値
の
母
集

団
か
ら
追
加
的
に
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
た
と
き
に
、
少
な
く
と
も
与
え
ら
れ
た
個
数
よ
り
多
く
の
個
数
が
、
所
定

の
信
頼
率
で
含
ま
れ
る
こ
と
が
主
張
可
能
な
変
量
値
の
範
囲
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の

「
予
測
信
頼
区
間
」
を
求
め
る
計
算
式
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

二
の
七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
表
」
が
お
尋
ね
の
「
図
」
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
平
成
二
十
八
年
度
の
「
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー



 

４ 

 

ド
と
そ
の
低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
」
で
・
・
・
十
検
体
中
七
検
体
（
七
十
％
）
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
検
出
」
さ
れ
た
こ
と

が
お
尋
ね
の
「
実
験
結
果
」
で
あ
る
。 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
実
験
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 


